
心を豊かに満たす音楽
響きはつながり、羽ばたいてゆく

「中学音楽２・３上下　音楽のおくりもの」は、教育基本法及び学校教育法の内容や、さまざまな教育課題に
対応すべく、「音楽を愛好する心情を育み、豊かな情操を養う教材と学習を設定する」

「学習の見通しがもて、学びを深める」「先生方と生徒の一人一人に寄り添って、ご授業を支える」。
これら三つの観点を基本方針として編修にあたりました。

「学びのチカラで 人と社会を 未来へつなぐ」
自ら問い、考え続け、社会を創っていく子どもたちを育てたい。
そのような思いをこめて、私たちはこの教科書をつくりました。

１．編修の基本方針

音楽を愛好する心情を育み、
豊かな情操を養う教材と学習を設定しています。

音楽的な見方・考え方を働かせ、イメージや感情の羽ばたきを促すページ構成と、音楽文化
と豊かに関わりながら学びを進められる内容の工夫を施しました。

学習の見通しがもて、学びを深めます。

資質・能力を育むために精選された教材と、適切な学習の進め方を示すことで、主体的・協
働的な学びを深められるようにしました。

先生方と生徒の一人一人に寄り添って、ご授業を支えます。

さまざまなご授業の実態に応じてお使いいただけるよう、ユニバーサルデザインに配慮し、
学習内容をわかりやすい文言と美しいビジュアルで表現しました。

特色１

特色２

特色３

編 修 趣 意 書
受理番号 学校 教科 種目 学年

105-97 中学校 音楽科 音楽（一般） 第２・３学年
発行者の番号・略称 教科書の記号・番号 教科書名

17 教出 音楽017-83
音楽017-84

中学音楽２・３上　音楽のおくりもの
中学音楽２・３下　音楽のおくりもの

（教育基本法との対照表）
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　幼
よう

稚
ち

園
えん

を卒園するとき「みんな大きくなったら何になりたい？」という先生の
問いに、私は「指揮者！」と答えました。その頃

ころ

、父がレコードで聴
き

かせてくれ
たベートーヴェンの「交

こう

響
きょう

曲
きょく

第３番」の演奏に、音楽の内容はわからなかっ
たけれどすごく感動し、それが「指揮者になりたい」という気持ちにつながった
のだと思います。

最初の夢

指揮者への道
　私は小学生のときにフルートを吹

ふ

いていたので、中学校では吹
すい

奏
そう

楽部に入り
ました。振

ふ

り返ると、これがみんなと音を合わせて、アンサンブルを考えなが
ら演奏する世界の入り口でした。指揮者という仕事を志したのも中学生のとき
で、高校2年生から専門の先生について勉強を始めました。

　最初のうちは、教科書に載
の

っているような指揮の図形などは教えてくれなく
て、かわりに「さまざまな歌曲のピアノ・パートを弾

ひ

きながら、歌のパートを歌え
るように」と言われました。これには、ピアノを弾く自分と旋

せん

律
りつ

を歌う自分を、自
分のなかで明確に分けるという意味があります。指揮者は、演奏中に体を動か
して表現することと、皆

みな

の演奏を客観的に聴き取ることを同時にこなさなくて
はなりません。そのための重要な訓練だったのです。

子どものための演奏会「OK! オーケストラ」では、
子どもが大野さんと一緒に指揮台に上がります。

（2022年９月撮影）

音に対する感受性が
膨
ふく

らむと「想像力の羽ばたき」
が始まります。

オーケストラ：東京都交響楽団

大野和士

指揮者 大
おお

野
の

和
かず

士
し

音楽のチカラ

With My
Heart

音楽はメッセージ

　私は「音楽のチカラとは何ですか」と聞かれたら「無限の想像力を呼び覚ま
すこと」と答えます。作曲家が用いた和音の響

ひび

きを、雲のように感じたり、とき
には火山が噴

ふん

火
か

するように感じたりすることがあるかもしれません。そう
いったイメージが湧

わ

いてくる、それまでに味わったことがないような世界
に到

とう

達
たつ

できる、そんなチカラが音楽にはあると思います。
　好きな音楽を聴くと、旋律を一

いっ

緒
しょ

に歌ってみたくなりませんか？ 歌っ
ていると、リズムや音の跳

ちょう

躍
やく

といった要素が、耳を通して頭から体の中
に入ってきます。そうすると自分の中で音に対する感受性がどんどん膨らみ、
想像力が羽ばたき出すのです。音楽のすばらしさはそこにあると思います。

1987年にトスカニーニ国際指揮者コンクールで優勝し、1990年にザグレブ・フィルハーモニー管
かん

弦
げん

楽団（クロアチア）の音楽監
かん

督
とく

に就任。
これを皮切りにドイツ、ベルギー、フランス、スペインといった国

くに

々
ぐに

のオペラ劇場やオーケストラの音楽監督を務め、さまざまな作品を演奏
する。2015年から東

とう

京
きょう

都交響楽団の音楽監督、2018年から新国立劇場（東京都）のオペラ芸術監督に就任した他、子どものための演奏
会に携

たずさ

わるなど、世界中の人たちに幅
はば

広く音楽を届ける活動を行っている。

S
エス

D
ディー

G
ジー

s
ズ
（持続可能な

開発目標）との関連を示
しています。

交響曲第３番 変ホ長調2 3
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楽
がく

箏
そう

笙
しょう

竜
りゅう

笛
てき

篳
ひち

篥
りき

楽
がく

琵
び

琶
わ

鉦
しょう

鼓
こ

鞨
かっ

鼓
こ

釣
つり

太
だい

鼓
こ

チン チチン チン チン チン チチン チン

テンテンテンテンテン トロトロトロトロトン テンテンテンテン テン トロトロトロトロ

ズン ドー ズン ドー

チ ラ ロ ヲ ルロ タ アル ラ アア チ ラファ テ エ リレ タ アル ラ アアー ー ー ー唱
しょう
歌
が

拍
はく

雅楽は、1000年以上も前からわが国で表現されてきた音楽です。雅楽「越天楽」は、その中でもよく知られてい
る管絃＊（右ページ参照）の曲の一つで、楽器だけで演奏されます。いろいろな楽器の音色や各楽器の関わり方、
旋律の特徴などを聴き取ってみましょう。

●雅楽の楽器の音
ね
色
いろ
（おんしょく）や旋

せん
律
りつ
の特

とく
徴
ちょう
を捉

とら
えながら鑑賞しよう。

●雅楽の背景を理解して表現の特徴を聴
き
き取ろう。

雅
が

楽
がく

「越
え

天
てん

楽
らく

」（平
ひょう

調
ぢょう

） ―管
かん

絃
げん

―

雅
楽
の
多
様
な
表
現
を
鑑か

ん

賞し
ょ
う

し
よ
う
。

楽器名

唱歌を用いて「越天楽」を体験しよう▶p.51

管絃管絃 　管絃は、雅楽の楽器（吹
ふ
きもの、弾

ひ
きもの、打ちもの）だけで合奏する楽曲で、

舞
まい
はありません。現在、管絃で演奏されるのは唐

とう
楽
がく
（▶p.50）の曲だけです。

雅楽の楽器について

吹
き
も
の

弾
き
も
の

打
ち
も
の

＊絃は弦
げん
と表記することもあります。

上の図譜は、全ての楽器が出そろった状態を示しています。五線で表した部分は、現在の演奏に合わせて改変されています。
竜笛、篳篥は1オクターヴ低く表記してあります。

唱歌…楽器の音をまねしてうたうもので、旋律や奏法を覚えたり、伝えたりするために使う。

管絃：管絃：宮宮
くく
内内
ないない
庁庁
ちょうちょう
式式
しきしき
部部
ぶぶ
職職
しょくしょく
楽楽
がくがく
部部
ぶぶ

竜
りゅう

笛
てき

竹でできた笛。高い音域で主旋律や
装
そう
飾
しょく
音
おん
（旋律を飾

かざ
る音）を吹く。

篳
ひち

篥
りき

ヨシという植物で作ら
れたリードを、竹の管に
差し込

こ
んで音を出す。

主旋律を受けもつ。

笙
しょう

吹いても吸っても
音が出る楽器。和
音を奏することが
できる。

楽
がく

箏
そう

13本の絃を、指に付けた
爪
つめ
を使って弾く。

楽
がく

琵
び

琶
わ

４本の絃をばちを使って弾く。

鉦
しょう

鼓
こ

金属製の打楽器。２本
のばちを使って、皿状
のへこんだほうの面を
打つ。

鞨
かっ

鼓
こ

2本のばちで皮の
両面を打つ。全体
のテンポをリードす
る役目がある。

釣
つり

太
だい

鼓
こ

２本のばちで太
たい
鼓
こ
の片面を打つ。

古こ

墳ふ
ん

飛あ
す
か鳥

奈な

良ら

平へ
い

安あ
ん

江え

戸ど

明め
い

治じ

鎌か
ま

倉く
ら

南な
ん

北ぼ
く

朝ち
ょ
う 

室む
ろ

町ま
ち 

戦せ
ん

国ご
く

安あ

土づ
ち

桃も
も

山や
ま

●
雅う
た
ま
い
の
つ
か
さ

楽
寮
設
置

●
雅
楽
の
日
本
化
が
進
む

日本古曲

Let's Try!
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　私は中学生の頃
ころ

はピアノの練習に明け暮れていて、音楽大学ではピア
ノを専

せん

攻
こう

しました。笙を習い始めたのは大学を卒業した２年めの夏から
です。お稽

けい

古
こ

の最初の６か月間は楽器を持たずに、唱歌をうたうだけで
した。そして実際に楽器を持ち始めてから４か月ほどたったある日、笙
の先生から「今度オーケストラに二人の笙奏者が加わる曲を演奏するか
ら、私と一

いっ

緒
しょ

に吹
ふ

きましょう」と言われたのです。突
とつ

然
ぜん

の話で驚
おどろ

きま
したが、お稽古で唱歌をみっちりやっていたのと、ピアノの経験で、指
を動かすことと音の聴き取りに関しては得意なほうだったので、無事に
演奏することができました。

最初は唱
しょう

歌
が

から

伝統を未来へつなぐ
　雅

が

楽
がく

の楽器は、大半が中国もしくは朝
ちょう

鮮
せん

半島を経由して日本に伝わっ
たものです。ですから、日本で雅楽が演奏されるようになった奈

な

良
ら

時代
や平
へい

安
あん

時代の人たちにとっては、とても新鮮で異国情
じょう

緒
ちょ

豊かな響
ひび

きだっ
たと思います。そして当時の人たちは、雅楽を楽しみながら、日本人の
感性に合わせて旋

せん

律
りつ

を変化させるなどしました。江
え

戸
ど

時代の雅楽の楽
がく

譜
ふ

を見てみると、更
さら

に変化しています。伝統とは、先人たちが積み重ね
てきたものを受け継

つ

ぎ、そこに創意工
く

夫
ふう

を加えたものといえるのではな
いでしょうか。

　音楽は生きています。伝統を尊重して、消化して、吸収すると、次
に何かが生まれてきます。皆さんは今、どんな音楽を聴きたいですか？　
どんな演奏をしてみたいですか？　私は「自分はこんな音楽を聴きたい、
演奏してみたい」という気持ちを大切にしてほしいと思います。

雅楽「越
え

天
てん

楽
らく

」のような古典だけではなく、現代音楽の演奏やオーケストラと
の共演、そして笙独奏による演奏会を開くなど、笙の可能性を追求し、この
楽器を世界的に広めてきた演奏家。平安時代後期から、鎌

かま

倉
くら

、室
むろ

町
まち

時代に
かけての、古い時代の作品の復元にも取り組んでいる。

「こんな音楽を聴
き

きたい、
演奏してみたい」という
気持ちを大切に

オーケストラ；東
とう

京
きょう

都交響楽団

宮田まゆみ

笙
しょう

奏者　宮
みや

田
た

まゆみ

With My
Heart

音楽はメッセージ

笙とオーケストラのための「セレモニアル」（武
たけ

満
みつ

 徹
とおる

作曲）の演奏

雅楽における演奏

雅楽「越天楽」▶p.48

中学生の皆
みな

さんへ

2 3
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Let's Try!

鞨
鼓 

篳
　
篥

釣
太
鼓

鉦
　
鼓

拍
（左） （右）

□□ ト △△ 1
ー 2
ヲ 3
ー 4

□□ フォ △△ 1
ヲ 2
ロ ○○ 3
ル 4

□□ ト ● △△ △△ 1
ー 2
ル 3
ロ 4

タ △△ 1
ー 2
ロ 3
ル 4

□□ テ △△ 1
ー 2
リ 3
ラ 4

□□ ト △△ 1
ヲ 2
ロ ○○ 3
ル 4

□□ タ ● △△ △△ 1
ー 2
ア 3
ル 4
ラ △△ 1
ア 2
ア 3

4

鞨か
っ

鼓こ 

篳ひ
ち

　
篥り

き

釣つ
り
太だ

い
鼓こ

鉦し
ょ
う

　
鼓こ

拍
（左） （右）

チ 1
ー 2
ラ 3
ー 4

□□ ロ △△ 1
ヲ 2
ル ○○ 3
ロ 4

□□ タ ● △△ △△ 1
ー 2
ア 3
ル 4

ラ △△ 1
ア 2
ア 3   4

□□ チ △△ 1
ー 2
ラ 3

ファ 4

□□ テ △△ 1
エ 2
リ ○○ 3
レ 4

□□ タ ● △△ △△ 1   2
ア 3
ル 4
ラ △△ 1
ア 2
ア 3   4

唱
しょう

歌
が

を用いて
「越天楽」を体験しよう

音源の演奏を聴
き

きながら、唱歌で合わせてみよう。拍
はく

やリズム、篳
ひち

篥
りき

の旋
せん

律
りつ

（塩
えん

梅
ばい

など）の特
とく

徴
ちょう

を感じ取ろう。
打ちもの（打楽器）や篳篥は、どのようにすると合うかな。

（上から打つ）１、２拍 （横から打つ）3、4拍 篳篥：八
や

百
お

谷
たに

 啓
さとる

唱歌 … 楽器の音をまねるなどしてうたうもの。
塩梅 … 篳篥は同じ運指でも吹

ふ
き方によって、音の高さとともに音

ね
色
いろ

（おんしょく）や音量などを
変化させることができる。これを利用した装

そう
飾

しょく
的な奏法を塩梅と呼ぶ。

膝
ひざ

の打ち方

右
の
譜ふ

に
つ
い
て

唱
歌
は
、他
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
言
い
方
が
あ
り
ま
す
。

鞨か
っ

鼓こ

テ
ン

右
手
の
ば
ち
で
一
打
す
る
。

両
手
の
ば
ち
で
交こ

う
互ご

に
打
つ
。 

（
こ
の
奏
法
を
「
諸も

ろ
来ら

い
」と
い
う
。）

ト
ロ
ト
ロ
…

左
手
の
ば
ち
で
最
初
は
緩ゆ

る
く
、 

だ
ん
だ
ん
と
細
か
く
な
る
よ
う
に
刻
む
。 

（
こ
の
奏
法
を
「
片か

た
来ら

い
」と
い
う
。）

テ
ン
テ
ン
…

息
つ
ぎ

記
号

楽
器
名

唱
歌
な
ど
打
ち
方（
演
奏
の
仕
方
）

記
号

楽
器
名

唱
歌
な
ど

打
ち
方（
演
奏
の
仕
方
）

膝を打ち、
拍をとりながら
やってみましょう。

鉦し
ょ
う

鼓こ

チ
ン

右
寄
り
の
　
は
右
手
の
ば
ち
で
、 

左
寄
り
の
　
は
左
手
の
ば
ち
で
打
つ
。

左
手
の
ば
ち
で
少
し
先
に
打
ち
、 

続
い
て
右
手
の
ば
ち
で
打
つ
。

チ
チ
ン

釣つ
り

太だ
い

鼓こ

ズ
ン

左
手
の
ば
ち
で
軽
く
打
つ
。

ド
ー

右
手
の
ば
ち
で
強
く
打
つ
。

本
来
は
各
列
を
２
回
ず
つ
繰く

り
返
し
ま
す
。

伊い

野の

義よ
し

博ひ
ろ 

採
譜
・
構
成 51

音楽を愛好する心情を育み、
豊かな情操を養う教材と学習を設定しています。

イメージや感情の羽ばたきを促し、音楽的な見方・考え方を働かせた学習を推進するページ

下巻p.2-3

特色１

世界的な指揮者から
の〈音楽的な見方・
考え方を働かせた学
び〉に関わるメッ
セージを紹介。

笙の名手からの〈伝統文化
との関わり方〉についての
メッセージを紹介。

関連する鑑賞教材

関連する表現教材

音楽文化と豊かに関わりながら学びを広げる内容

上巻p.48-50

上巻p.2-3

上巻p.51

SDGs
「質の高い教育を
みんなへ」と関連

2



歌 

唱

鑑か
ん 

賞し
ょ
う

創 

作

中学音楽2・3上 学習M
マップ

AP

生
い の ち

命が
羽ばたくとき

p.10

作者の思い
を歌声にのせて合唱しよう。

歌詞の内容を味わい、強弱や音域に応じた
ふさわしい歌い方を工

く
夫
ふう
します。

浜
はま

辺
べ

の歌

p.16

早
そう

春
しゅん

賦
ふ

p.20

花の街

p.24

曲の形式
を生かして歌おう

曲想を感じ取り、形式を生かして
ふさわしい表現を工夫します。

曲想を味わいながら
合わせて歌おう

曲想を味わい、曲全体の構成との
関わりを理解して歌います。

You Can Fly!

p.12

翼
つばさ

をください

p.27

パートの役割
を生かして合わせて歌おう

パートの役割と重なっていく効果を
生かして表現を工夫します。

曲の特
とく
徴
ちょう

を生かして歌おう

歌詞の発音や他の声部との関わりを捉
とら
え、

曲の特徴を生かした表現を工夫します。

雅楽
「越

え
天
てん

楽
らく

」

p.48

雅
が
楽
がく
の多様な表現
を鑑賞しよう

雅楽の楽器の音色や旋
せん
律
りつ
の特徴を

捉えながら鑑賞します。

p.32

旋
せん
律
りつ
に合う

リズムパターンをつくろう

リズムの組み合わせや反復を工夫して、
リズムパターンをつくります。

リズムパターンをつくろう

p.34

五つの音とリズムを組み合わせて

旋律をつくろう

旋律のつながり方を工夫して、
まとまりのある音楽をつくります。

平
ひら
調
ぢょう
子
し
の特徴を生かして音楽をつくろう

能
「羽

は
衣

ごろも
」「敦

あつ
盛
もり

」

p.54

能の多様な表現
を鑑賞しよう

音楽の特徴と舞
ぶ
台
たい
の表現との

関連を考えながら鑑賞します。

郷土の音楽や
芸能

p.58

郷土のさまざまな芸能
を味わいながら鑑賞しよう

音楽の役割を考えながら、
多様な表現を鑑賞します。

そよぐ
風の中で

p.28

この星の
どこかで

p.30

小フーガ
ト短調

p.36

曲の特徴と
構成のおもしろさ

を味わいながら鑑賞しよう

曲の特徴と曲全体の構成を
関わらせながら鑑賞します。

ボレロ

p.44

組曲「惑
わく

星
せい

」
から「火星」

p.47

曲の構成を聴き取り、
オーケストラによる表現

を鑑賞しよう

オーケストラの響
ひび
きを味わいながら、

曲想と曲の構成、形式を関わらせて
鑑賞します。

交
こう

響
きょう

曲
きょく

第５番 ハ短調

p.40

曲の形式を捉え、
パイプオルガンによる表現

を鑑賞しよう

パイプオルガンの音
ね
色
いろ
（おんしょく）を

味わいながら、フーガという形式による
曲の構成を聴

き
き取って鑑賞します。

音色 リズム 速度 強弱 形式 構成旋律 テクスチュア音楽を形づくっている要素

曲について理解しよう よりよい表現や聴き方を
工夫しよう

曲想を感じ取り、感じ取った
理由を音楽の構造や歌詞の内容と

関わらせて理解しよう。

音楽の特徴とその背景となる
文化や歴史、他の芸術との
関わりについて理解しよう。

音のつながり方と、
重なり方や構成上の特徴を理解しよう。

「こんなふうに表現したい」
という思いや意図を
大切にして歌おう。

曲について自分なりに考え、
音楽のよさや美しさを
味わって聴こう。

「こんなふうに表現したい」
という思いや意図を大切にして

つくろう。

「音楽を形づくっている要素」を
手がかりにして学習を進めよう

「音楽を形づくっている要素」を
手がかりにして曲の特徴を調べ、

表現の仕方を考えて、交流してみよう。

「音楽を形づくっている要素」を手がかりにして
曲の特徴を調べ、聴き取ったことや

感じ取ったことをまとめて、交流してみよう。

「音楽を形づくっている要素」を
生かして旋律や音楽をつくってみよう。

リズムパターン 五音音階
How to Study学習の進め方
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歌 

唱

鑑か
ん 

賞し
ょ
う

創 

作

中学音楽2・3下 学習M
マップ

AP

旅立ちの
日に

p.24

ぜんぶ

p.26

花

p.10

荒
こう

城
じょう

の月

p.16

帰れ
ソレントへ

p.20

Top of the 
world

p.22

曲想を感じ取り、
曲の特徴を生かして合わせて歌おう

 曲想を感じ取り、フレーズや速度、強弱の変化を生かして、
ふさわしい表現を工夫します。

曲の形式
を生かして歌おう

曲想を感じ取り、形式を生かして
ふさわしい表現を工

く
夫
ふう

します。

曲の特
とく
徴
ちょう
を捉

とら
えて、

ふさわしい声で歌おう

曲の特徴を理解して、
曲種に応じた声の出し方で歌います。

歌
か
舞
ぶ
伎
き
の豊かな表現

を鑑賞しよう

歌舞伎の音楽の役割や効果を
考えながら鑑賞します。

オペラの豊かな表現
を鑑賞しよう

音楽と舞
ぶ

台
たい

による表現の関連を
考えながら鑑賞します。

曲想を感じ取り、
音楽の背景を理解して鑑賞しよう

曲想を感じ取り、音楽の背景を理解して、
曲全体の構成との関わりを考えながら鑑賞します。

世界のさまざま
な芸能や音楽

p.50

音
ね

 色
いろ

リズム 速度 強弱 形式 構成旋律 テクスチュア音楽を形づくっている要素

曲について理解しよう よりよい表現や聴き方を
工夫しよう

曲想を感じ取り、感じ取った
理由を音楽の構造や歌詞の内容と

関わらせて理解しよう。

音楽の特徴とその背景となる
文化や歴史、他の芸術との

関わりについて理解しよう。

音のつながり方と、
重なり方や構成上の特徴を理解しよう。

「こんなふうに表現したい」
という思いや意図を
大切にして歌おう。

曲について自分なりに考え、
音楽のよさや美しさを

味わって聴こう。

「こんなふうに表現したい」
という思いや意図を大切にして

つくろう。

歌舞伎
「勧

かん
進
じん

帳
ちょう

」

p.42

ブルタバ
（モルダウ）

p.34

交
こう

響
きょう

詩
し

「フィンランディア」

p.37

多様な芸能や音楽の表現
を鑑賞しよう

音楽と物語の関わりを理解し、
物語を表現する音楽の多様性を

聴
き

き取って鑑賞します。

p.30

言葉の特徴を捉えて

表現しよう

言葉の反復や重ね方を生かして、
まとまりのある表現を工夫します。

言葉のリズムや抑
よく
揚
よう
を生かして表現してみよう

p.32

言葉の特徴を捉えて

旋
せん
律
りつ
をつくろう

選んだ言葉のつなげ方を工夫して
CMソングをつくります。

CMソングをつくろう

文
ぶん
楽
らく
の豊かな表現
を鑑賞しよう

 音楽と人形の表現を
関連づけながら鑑賞します。

文楽
「義

よし
経
つね

千
せん

本
ぼん

桜
ざくら

」

p.48

「アイーダ」から
第２幕 第２場

p.38

長
なが

唄
うた
「勧

かん
進
じん

帳
ちょう

」
をうたおう

p.46

Let's Try!
曲種に応じた声の出し方で歌います。

歌
か

舞
ぶ

伎
き

の音楽の役割や効果を考えます。

「音楽を形づくっている要素」を
手がかりにして学習を進めよう

「音楽を形づくっている要素」を
手がかりにして曲の特徴を調べ、

表現の仕方を考えて、交流してみよう。

「音楽を形づくっている要素」を手がかりにして
曲の特徴を調べ、聴き取ったことや

感じ取ったことをまとめて、交流してみよう。

「音楽を形づくっている要素」を
生かして旋律や音楽をつくってみよう。

言葉の特徴（七五調など）

おんしょく

歌 

唱

鑑 

賞

創 

作
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一

春
の
う
ら
ら
の
隅す

み

田だ

川が
わ

の
ぼ
り
く
だ
り
の
船ふ

な

人び
と

が

櫂か
い

の
し
ず
く
も
花
と
散
る

な
が
め
を
何
に
た
と
う
べ
き

二

見
ず
や
あ
け
ぼ
の
露つ

ゆ

浴あ

び
て

わ
れ
に
も
の
言
う
桜さ

く
ら

木ぎ

を

見
ず
や
夕
ぐ
れ
手
を
の
べ
て

わ
れ
さ
し
ま
ね
く
青あ

お

柳や
ぎ

を

三

錦に
し
き

お
り
な
す
長ち

ょ
う

堤て
い

に

く
る
れ
ば
の
ぼ
る
お
ぼ
ろ
月

げ
に
一
刻
も
千
金
の

な
が
め
を
何
に
た
と
う
べ
き

う
ら
ら
…
空
が
晴
れ
て
日
が
明
る
く
照
っ
て
い
る
さ
ま

櫂
…
水
を
か
い
て
船
を
進
め
る
道
具

た
と
う
べ
き
…
た
と
え
た
ら
よ
い
の
だ
ろ
う
か

見
ず
や
…
見
て
ご
ら
ん
　

あ
け
ぼ
の
…
明
け
が
た

の
べ
て
…
伸の

ば
し
て

錦
お
り
な
す
…
美
し
い
織
物
の
よ
う
に
見
え
る

く
る
れ
ば
…
日
が
暮
れ
る
と

お
ぼ
ろ
月
…
ぼ
ん
や
り
と
か
す
ん
だ
光
の
薄う
す
い
月

げ
に
…
本
当
に

一
刻
も
千
金
…
ひ
と
と
き
さ
え
も
と
て
も
価
値
の
あ
る

花
武
たけ

島
しま

羽
は

衣
ごろも

 作詞

滝
たき

  廉
れん

太
た

郎
ろう

  作曲「花」は1900（明
めい

治
じ

33）年に作曲されま
した。右は明治時代の隅田川の様子を
捉
とら

えた写真（松
まつ

戸
ど

市戸
と

定
じょう

歴史館蔵）、上
は満開の桜と花見客や対岸に望む富

ふ

士
じ

山などを表した、明治時代の浮
うき

世
よ

絵
え

師、
小
こ

林
ばやし

清
きよ

親
ちか

による風景版画「 向
むこう

嶌
じま

桜
ざくら

」
（町

まち

田
だ

市立国際版画美術館蔵）。

隅田川岸の青柳
（新緑の柳

やなぎ

）

隅田川岸の桜の花

隅田川（東
とう

京
きょう

都） 作者について作者について▶▶p.18p.1810 11

曲
の
形
式
を
生
か
し
て
歌
お
う
。

●曲想を感じ取り、形式を生かしてふさわしい表現を工
く
夫
ふう
しよう。

●曲想と形式や歌詞との関わりを理解して、強弱や音域に応じた発声で歌おう。

花

十六分休符
ふ

▶p.88

…ほどよく速く

（付点十六分音
おん
符
ぷ
）＝ （三十二分音符）

▶p.16

比べてみよう
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（ ）

（ ）

（ ）

は る の う ら ら の 　 す み だ が わ

の ぼ り く だ り の 　 ふ な び と が

か い の し ず く も 　 は な と ち る

な が め を な に に 　 た と う べ き

a
A

（ ）

「荒城の月」の歌詞や形式について調べ、「花」と比べながらどのように表現を
 工夫するかを考え、次の楽譜に書き込

こ

もう。また、考えたことを交流して歌ってみよう。

花

荒城の月

フレーズと形式

フレーズや形式を理解して、
強弱の変化やブレスの取り方を工

く

夫
ふう

しながら歌ってみよう。

「花」は、七五調の歌詞による歌曲です。
歌詞のまとまりと音楽の関係を理解して歌ってみよう。
歌詞が七五調になっていることや二部形式との関係について、楽典「形式」（▶p.88）を参考に
して整理しよう。また、強弱記号やブレス記号を、楽

がく

譜
ふ

を確かめながら記入してみよう。

話し合おう

…自然にくぎられる旋
せん
律
りつ
のまとまり。フレーズ

19

学習の見通しがもて、学びを深めます。

先生方と生徒の一人一人に寄り添って、ご授業を支えます。

特色 2

特色３

教科書冒頭に教材と適切な学習の進め方を提示し、主体的・協働的な学びを深める

学習内容を、美しいビジュアルとユニバーサルデザインに配慮した紙面で表現

上巻p.8-9

下巻p.8-9

下巻p.10-13

領域・分野の、相互のつ
ながりを示しています。

表現と鑑賞の、
領域を横断す
る教材を示し
ています。

各領域・分野
の「学習の進
め方」を提示
しました。

すすんで学び合うための活動例

用語や記号など（新出）

「花」と比較して学習を深められる教材
（p.16「荒城の月」）

題材名

教材名

活動のポイント

教材名
これらの関係性を明らかにしています。

育成を目指す資質・能力
知識及び技能
思考力、判断力、表現力等

下巻p.19

3



２．対照表

図書の構成・内容 特に意を用いた点や特色 該当箇所

〈教材選定における配慮〉 〇幅広い知識と教養、豊かな情操を培えるように、我が国及び諸外国の音楽か
ら、さまざまな時代や曲種のものを選び、音楽のもつ多様なよさや面白さを
感じ取ることができるように配慮しました。（第1号）

・・全学年

〈教材の配列と扱いにおける配慮〉 〇生徒一人一人がその能力を伸ばし創造性を培えるように、教材の配列や扱い
に配慮しました。（第２号） ・・全学年

巻頭
「With My Heart 
音楽はメッセージ」

〇著名な音楽家からのメッセージなどを掲載し、生徒の豊かな情操の育成に配
慮しました。（第１号）

・・上巻p.2－3
・・下巻p.2－3

〇個人の価値を尊重し、音楽家を職業として意識できるメッセージを掲載しま
した。（第２号） ・・下巻p.2－3

〇伝統を尊重し、未来へつなぐことを示すメッセージを掲載しました。（第５
号） ・・上巻p.2－3

〈歌唱〉 〇合わせて歌う活動を通して、自他の敬愛と協力を重んずる点を重視しました。
（第３号）

・・上巻p.10－13、
p.27－31、 
p.68－85

・・下巻p.12－15、
p.22－27、 
p.70－85

〇自他の敬愛と協力が感じられる歌詞内容を重視しました。（第３号） ・・下巻p.78－79

〇我が国の自然や四季の美しさ、暮らしとの関わりを感じ取れる点を重視しま
した。（第４号、第５号）

・・上巻p.84－85
・・下巻p.84－85

〇国際社会の平和に寄与する歌詞内容を重視しました。（第５号） ・・上巻p.74－76

〈鑑賞〉 〇我が国の伝統音楽の特徴を感じ取れるものを重視しました。（第５号） ・・上巻p.48－57
・・下巻p.42－49

〇郷土の音楽や芸能など、我が国の伝統と文化を尊重する点を重視しました。
（第５号） ・・上巻p.58－61

〇他国を尊重し、音楽文化の共通性や固有性を感じ取れる教材の充実を図りま
した。（第５号） ・・下巻p.50－52

〈共通教材〉
「日本の歌 みんなの歌」

〇写真や資料を配し、我が国の自然や四季の美しさを大切にする気持ちを育む
よう配慮しました。（第４号）

・・上巻p.16－26
・・下巻p.10－19

国歌「君が代」の扱い 〇歌詞や楽譜が読みやすい見開き構成とし、「細石」の写真や歌詞の大意を掲
載しました。（第５号）

・・上巻p.86－87
・・上巻p.86－87

〇自国や他国の国歌が演奏される場面をスポーツ大会の写真で表し、国歌が担
う国際的な役割を示すようにしました。（第５号）

・・上巻p.86－87
・・上巻p.86－87

4



３．対照表の記載事項以外に特に意を用いた点や特色

専門家による校閲を受け、全ての人にとっての学びを保障する「ユニバーサルデザイン」の観点に立って編修しました。

人権教育への配慮
　人権を尊重し、あらゆる差別やジェンダーなどについても配慮しています。

人権教育・特別支援教育

　ESD・SDGsへ対応した教材を設定し、専門家による校閲を受け、関連する内容をマークで示しました。
　上巻p.74「HEIWAの鐘」では、歌詞内容から、平和と公正についての意識づけが図れます。下巻p.２「With My Heart 音楽
はメッセージ」では、学びへの誘いを示すメッセージから、質の高い教育を行きわたらせることへの意識づけが図れます。下
巻p.66「音楽のチカラで人と社会を未来へつなぐ」では、アウトリーチと教育活動から、質の高い教育を行きわたらせること
と、住み続けられるまちづくりへの意識づけが図れます。下巻p.78「世界がひとつの家族のように」では、歌詞内容から、不
平等をなくすことと、パートナーシップで目標を達成することへの意識づけが図れます。

ESD・SDGsへの取り組み

　“比べてみよう”で結びつけられた教材を活用すると、曲想や音楽の構造などを比較して学びを広げることができます。そし
て、すすんで学び合うための活動例〈Active!〉、歌うためのワンポイント・アドヴァイス〈Sing! Sing!〉、声や楽器を取り入れた
活動〈Let’s Try!〉、合唱曲集〈歌のアルバム〉を組み合わせることで、地域や学校ごとのカリキュラムへの対応が可能です。

今日的な教育課題（カリキュラム・マネジメント）への対応

ユニバーサルデザインフォントの使用
　紙面でもデジタル画面でも、見やすく、読みやすいユニバーサルデザインフォントを要所に使用しています。

カラーユニバーサルデザインへの配慮
　紙面全体、文字や図版については、色の組み合わせや濃淡の工夫、また罫線や記号・番号、文字の補助を施
すなど、色覚の多様性を問わず、より多くの人に見やすいカラーユニバーサルデザインに配慮しています。

コンピュータ（タブレット型等）の活用
　発達段階に応じて、コンピュータ（タブレット型等）を効果的に活用できる学習活動を設定しています。

デジタル教科書・教材の発行
　教科書と同内容の学習者用デジタル教科書や、動画や音声などを追加した学習者用デジタル教材及び、指導者用デジタル教
科書（教材）を発行します。

　紙面上の二次元コードを通じた、良質なデジタルコンテンツ（動画、音声、ワークシート）の活用により、学習への意欲を
高め、学びを活性化し、確かなものにすることができます。

まなびリンク

見る（動画） 聴く（音声） 記録する（ワークシート）

教科書の紙面では、二次元コード中央のピクトグラム「見る」「聴く」「記録する」が目印です。
※インターネット環境によって、ご家庭など校外からもアクセスが可能です。

ICTを活用した個別最適な学習への配慮

5



曲
想
を
感
じ
取
り
、
曲
の
特と

く

徴ち
ょ
う

を
生
か
し
て
合
わ
せ
て
歌
お
う
。

●フレーズや強弱の変化を生かして、ふさわしい表現を工
く
夫
ふう
しよう。

●曲想と歌詞の関わりを理解して、強弱や音域に応じた発声で歌おう。

ぜんぶ 大
切
な
こ
と
は

ぜ
ん
ぶ
こ
こ
に
あ
る
。

泣
く
こ
と

　笑
う
こ
と

怒お
こ

る
こ
と

　喜
ぶ
こ
と

あ
た
り
ま
え
の
気
持
ち
は

あ
た
り
ま
え
の
も
の
と
し
て

そ
の
ま
ま

　今
こ
こ
に
あ
る
。

も
う
ど
こ
へ
も
行
か
な
く
て
も

な
ん
に
も
し
な
く
て
も

ど
こ
へ
行
っ
て
も

何
を
し
て
も

ぜ
ん
ぶ
そ
の
ま
ま
だ
。

　［
　］
の
部
分
は
作
曲
の
際
に
割か
つ
愛あ
い

＊
＊

（ポーコ）…少し

▶p.24

比べてみよう
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　子どもたちは音楽に関わる活動が大好きです。先生
や友達と一

いっ
緒
しょ
に行う活動をとおして、想像し、表現し、

工
く
夫
ふう
する楽しさを発見します。

子どもの頃
ころ

の音楽に関わる活動や経験は、
将来の音楽を楽しむ生活につながっていきます。

東
とう

京
きょう

都江
え

戸
ど

川
がわ

区の中学校で行われた、常
と き わ

磐津
ず

節
ぶし

（写真左、▶p.44）
と、葛

か
西
さい

ばやし（右）の演奏。葛西ばやしは、江
え

戸
ど

中期に葛西地方
（現在の東京都東部）に起こったといわれる 祭

まつり
囃
ばや

子
し

です。

常磐津節の演奏
太
た

夫
ゆう

：常磐津清
きよ

若
わか

太
だ

夫
ゆう

、常磐津若
わか

羽
は

太夫、
常磐津松

まつ
希
き

太夫　
三
しゃ

味
み

線
せん

：常磐津文
も

字
じ

東
とう

華
か

、岸
きし

澤
ざわ

式
しき

松
まつ

葛西ばやしの演奏：東都葛西囃子 睦
むつみ

会

神
か

奈
な

川
がわ

県大
や ま と

和市の中学校で行われた能の公演

能「羽
は

衣
ごろも

」
天
てん

人
にん

：山
やま

井
い

綱
つな

雄
お

　地
じ

謡
うたい

：村
むら

岡
おか

聖
きよ

美
み

　小
こ

鼓
つづみ

：森
もり

 貴
たか

史
し

大
おお

鼓
つづみ

： 佃
つくだ

 良
よし

太
た

郎
ろう

　太
たい

鼓
こ

：大
おお

川
かわ

典
のり

良
よし

兵
ひょう

庫
ご

県西
にし

脇
わき

市の中学校で行われた
ワークショップやコンサート。

　ふだん、コンサート活動にふれる機会が少ない地域や人たちのところに、演奏者が出向いて音楽
を楽しんでもらう活動を“アウトリーチ（英語で「手を伸

の
ばす」という意味）”と呼んでいます。教育

や福
ふく
祉
し
の場に“出前演奏”を提供するような活動です。

クラシック音楽

アウトリーチ

音楽をとおした教育活動

わが国や郷土の伝統音楽

わが国の伝統的な歌
か

舞
ぶ

劇
げき

音楽のチカラで
人と社会を未来へつなぐ

ヴァイオリン：吉
よし

田
だ

恭
きょう

子
こ

チェロ：渡
わた

部
なべ

玄
げん

一
いち

ピアノ：白
しら

石
いし

光
みつ

隆
たか

東
ひがし

日
に

本
ほん

大
だい

震
しん

災
さい

後、岩
いわ

手
て

県
大
おお

槌
つち

町の小学校で行われた
ワークショップ。

エスディージーズ
S D Gs（持続可能な
開発目標）との関連
を示しています。
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あらすじ
あらすじ 敦盛が熊谷直実に討たれた部分の詞

し

章
しょう

 「羽衣」は、日本各地に伝わる羽衣伝説に基
もと

づいた
作品です。
　二人の仲間を連れた漁師（ワキ）が、天人の羽衣を
見つけて持ち帰ろうとします。すると天人（シテ）が現
れて、羽衣を返してほしいと懇

こん
願
がん

します。漁師は、天
人が舞を舞って見せることを条件に羽衣を返します。
羽衣を身につけた天人は、小鼓と大鼓と笛の音にのっ
て舞い始め、後半は太鼓が加わり、しだいに太鼓のリ
ズムが舞とともに速くなると、曲が盛り上がるクライ

 「敦盛」は、若くして命を失った 平
たいらの

敦
あつ

盛
もり

を主人公とした
作品で、「平

へい
家
け

物語」や「源
げん

平
ぺい

盛
せい

衰
すい

記
き

」に基づいています。
　一の谷の合戦で敦盛を討

う
ち取った熊

くま
谷
がい

直
なお

実
ざね

は、出家し
て蓮

れん
生
せい

法
ほう

師
し
（ワキ）と名のり、敦盛を 弔

とむら
うために一の谷へ

赴
おもむ

きます。すると笛を吹く草刈男（前シテ）が現れ、自分
は敦盛ゆかりの者であると言い残して姿を消します。
　その晩、夜通しで念仏を唱える蓮生法師の前に敦盛の亡
霊（後シテ）が現れて、生前に笛をかなでた思い出や、合戦
で討たれた時の様子を語り、最後に蓮生法師に供

く
養
よう

を頼
たの

んで姿を消します。「敦盛」のキリは、敦盛が合戦の様子を
語った後に供養を頼んで姿を消す部分です。

能「羽
は

衣
ごろも

」キリから 能「敦
あつ

盛
もり

」キリから
「東

あずま

遊びの数
かず

々
かず

に〜」の部分 「波の打
うち

物
もの

抜
ぬ

いて〜」の部分
能
の
多
様
な
表
現
を
鑑か

ん

賞し
ょ
う

し
よ
う
。

天人：観
かん

世
ぜ

喜
よし

正
まさ

敦盛：観世喜正

●それぞれの音楽の特
とく
徴
ちょう
と舞

ぶ
台
たい
の

表現との関連を考えながら鑑賞
しよう。

● 謡
うたい
の声の出し方や、囃

はや
子
し
の楽器

の合わせ方を聴
き
き取ろう。

シテの女性や天
てん

人
にん

が舞
まい

を舞
ま

う鬘
かつら

物
もの

（「かづらもの」

とも呼ばれる）の作品。

シテは前半（前
まえ

シテ）が草
くさ

刈
かり

男
おとこ

（敦盛の化
け

身
しん

）、後半（後
のち

シテ）が敦盛の

亡
ぼう

霊
れい

。戦
いくさ

で命を落とした武者の亡霊が登場する修
しゅ

羅
ら

物
もの

の作品。

謡
うたい

は、ヨワ吟
ぎん

というやわらかな発声で、優美な歌

詞が旋
せん

律
りつ

的にうたわれる。
謡は、ツヨ吟という力強い発声で、勇

ゆう

壮
そう

な歌詞がうたわれる。

キリ… 能の終結部

波な
み
の
打う
ち
物も
の
抜ぬ

い
て
、
二ふ
た
打う
ち
三み

打う
ち

は
打う

つ
ぞ
と
見み

え
し
が
馬う
ま
の
上う
え

に
て
、
引ひ

つ
組く

ん
で
、
波な
み
打う
ち
際ぎ
わ

に
、
落お

ち
重か
さ
な
つ
て

現
代
語
訳

太た

刀ち

を
抜
い
て
、
熊
谷
と
二
、
三
度
打
ち

合
い
、
馬
上
で
組
み
討
ち
と
な
り
、
そ
の

後
波
打
ち
ぎ
わ
に
重
な
っ
て
落
ち

模
も

範
はん

演奏を聴いて、まねをしてみよう。

マックスを迎
むか

えます。舞を終えると天人は空高く上が
り、姿が見えなくなります。「羽衣」のキリは、天人が
空に舞い上がり、姿が見えなくなっていく部分です。

能の音楽を体験しよう▶p.56

笛、小
こ

鼓
つづみ

、大
おお

鼓
つづみ

、太
たい

鼓
こ

使う楽器
笛、小鼓、大鼓使う楽器

作者不
ふ

詳
しょう

世
ぜ

阿
あ

弥
み

 作

Let's Try!54 55
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１．編修上特に意を用いた点や特色

音楽を愛好する心情を育み、
豊かな情操を養う教材と学習を設定しています。

音楽的な見方・考え方を働かせた学習を推進する紙面構成

生活や社会の中の音や音楽、音楽文化と豊かに関わる資質・能力の育成

特色１

下巻p.26-27

上巻p.54-55

曲想や構造などを比較し
ながら学びを広げる教材
（p.24「旅立ちの日に」）

能は、鬘物（かつらもの）の
「羽衣」と修羅物の「敦盛」を
学習

題材名
〈育成を目指す資質・
能力〉

活動のポイント〈音楽的な見方・考え方のヒント〉

SDGs
「質の高い教育をみんなへ」
「住み続けられるまちづくりを」と関連

SA
MP
LE

SA
MP
LE

編 修 趣 意 書
（学習指導要領との対照表）

受理番号 学校 教科 種目 学年

105-97 中学校 音楽科 音楽（一般） 第２・３学年
発行者の番号・略称 教科書の記号・番号 教科書名

17 教出 音楽017-83
音楽017-84

中学音楽２・３上　音楽のおくりもの
中学音楽２・３下　音楽のおくりもの

1

下巻p.66-67



歌詞の大意…アメージング・グレイス（神の恵
めぐ
み）���なんてすばらしい（言葉の）響

ひび
きなんだ���それを感じたとき���私は初めて神を信じた

英
語
の
歌
詞
の
発
音
や
旋せ
ん
律り
つ
の
ま
と
ま
り
を
意
識
し
、
美
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
で
表
現
し
よ
う
。

表
現
し
て
み
よ
う

アメージング・グレイス歌の
アルバム

82
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18 コーダ

A B

ほぼ全ての楽器で
コーダ（終結部）を
演奏して
終わります。

木管楽器群、金管楽器群、
ヴァイオリン

主
題

楽
器

主
題

楽
器

5 6 7 8 9

A B A B A B A B A B
オーボエ・
ダモーレ＊１

フルート、
トランペット

テナー・
サクソフォーン

ソプラノ・
サクソフォーン＊２

ピッコロ、ホルン、
チェレスタ＊3

10 11 12 13 14

A B A B A B A B A B

木管楽器群 トロンボーン 木管楽器群
   木管楽器群、

ヴァイオリン
   木管楽器群、

ヴァイオリン

主
題

楽
器

15 16 17

A B A B A B
木管楽器群、

トランペット、ヴァイオリン
木管楽器群、

トロンボーン、弦楽器群
木管楽器群、

トランペット、ヴァイオリン

主
題

楽
器

主
題

楽
器

1 2 3 4

A A B B

フルート クラリネット ファゴット
小クラリネット

（E クラリネット）

ピッコロ

ヴァイオリン

チェロ

ヴィオラ

オーボエ

ホルン
チェレスタ

＊４

＊５

小太鼓がボレロの
リズムを打つ。

冒
ぼう
頭
とう
の部分

最初に、 と の二つの主題が２回ずつ繰り返されるところまでを聴き取ってみよう。

AとＢの二つの主題

小太鼓のリズム

主題 A

主題 B

＊１ オーボエよりもやや大きい、同属の楽器です。
＊２ 総

そう
譜
ふ
にはソプラニーノ・サクソフォーンとソプ

ラノ・サクソフォーンを用いるように書かれて
いますが、通常はソプラノ・サクソフォーンの
みで演奏します。

＊３ 鍵
けん
盤
ばん
と連動したハンマーが内部の金属板を鳴

らす楽器です。
＊４ イングリッシュ・ホルン。オーボエとオーボエ・

ダモーレよりも大きい、同属の楽器。
＊５ 管の長さがトランペットより短いピッコロ・トラ

ンペットも用います。

曲
の
特と

く

徴ち
ょ
う

と
構
成
の
お
も
し
ろ
さ
を
味
わ
い
な
が
ら
鑑か

ん

賞し
ょ
う

し
よ
う
。

●曲の特徴と曲全体の構成を関わらせながら鑑賞しよう。
●リズムや旋

せん
律
りつ
の反復による曲全体の構成を聴

き
き取ろう。

ボレロ 古
代

中
世

ル
ネ
サ
ン
ス

バ
ロ
ッ
ク

古
典
派

ロ
マ
ン
派

近
代
・
現
代

ラ
ヴ
ェ
ル

1937

1875

ラヴェル 作曲

資料  オーケストラの楽器▶p.91

「ボレロ」は、 と の二つの主題と小
こ
太
だい
鼓
こ
のリズムの繰

く
り返しで、曲全体を構成しています。

これらの反復を聴き取ってみましょう。
A B

A B

５回め以降について、主題 と がどのように現れるか、現れた方に丸印をつけながら曲全体を鑑賞しよう。A B

（ピッツィカート）…弓を使わずに指で弦
げん
をはじく奏法

▶p.47

比べてみよう
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曲
の
特と

く

徴ち
ょ
う

を
捉と

ら

え
て
、
ふ
さ
わ
し
い
声
で
歌
お
う
。

●フレーズや速度の変化を生かして表現を工
く
夫
ふう
しよう。

●曲の特徴を理解して、曲種に応じた声の出し方で歌おう。

帰れソレントへ

イタリア語は、おおよそローマ字のように読むことができます。
イタリアは地域性が強く、地方によって言葉（方言）が異なっており、
「帰れソレントへ」の歌詞は、ナポリの言葉でつくられています。

▶p.22

比べてみよう
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Let's Try!
長
なが

唄
うた

「勧
かん

進
じん

帳
ちょう

」をうたおう

長唄とは

口三味線について

旅の衣
ころも
は篠
すず
懸
かけ
の、旅の衣は篠懸の

露
つゆ
けき袖

そで
やしおるらん

時しも頃
ころ
は如

きさ
月
らぎ
の

如月の十日の夜、月の都を立ち出
いで
て

旅に出る時は、僧
そう

の着る露よけの衣をはおっているが、
その露に湿

しめ

った袖は涙
なみだ

で更
さら

にしおれるのだろうか。
頃はちょうど２月（現在の３月）
２月10日に、京

きょう

都
と

を出発して。（「月の都」は、都を美しく言い表す言葉）

　長唄は18世紀前半に歌舞伎舞
ぶ
踊
よう
の伴

ばん
奏
そう

音楽として成立した三
しゃ
味
み
線
せん
音楽です。唄と三

味線の合奏に多くの場合、囃
はや
子
し
（小

こ
鼓
つづみ
、

大
おお
鼓
つづみ
、太
たい
鼓
こ
、笛）が演奏に加わります。唄が

なく楽器のみで演奏する長い間奏は、合方と
呼ばれます。

　三味線の音をまねてうたう唱
しょう
歌
が
を口三味

線といい、弾
ひ
く糸（弦

げん
）や奏法を区別しま

す。音の高さや音の長さは、口三味線をうた
いながら覚えます。

チン…三の糸（いちばん高い音が出る）の勘
かん
所
どころ
を左手で押

お
さえて弾く音。

ツン…低い糸（一または二の糸）の勘所を左手で押さえて弾く音。
テン…三の糸を左手で押さえずに弾く音（開放弦）。
トン…低い糸を左手で押さえずに弾く音。「ドン」ともいう。

長唄：杵
きね
屋
や
佐
さ
喜
き
／三味線：松

まつ
永
なが
忠
ちゅう
三
ざぶ
郎
ろう

 詞
し

章
しょう

意味

口三味線の例

歌
か
舞
ぶ
伎
き
「勧進帳」（▶p.42）の冒

ぼう
頭
とう
部分の長唄と口口

くち
三
じゃ
味
み
線
せん
をうたってみよう。

「月の都を立ち出て」と
「寄せの合方（前半部分）」の部分を
演奏に合わせて、
まねしてうたってみましょう。

・音源の演奏を聴
き

いて、まず三味線の旋
せん

律
りつ

を口口三味線
でうたってみましょう。（口口三味線の言い方は、演奏者
により多少違

ちが

いがあります。）
・次に、音源の演奏をまねて唄の旋律をうたってみましょ
う。唄の旋律は、三味線の旋律と骨組みは共通です
が、少し異なる音の動きをします。

・｢立ち出て」とうたった後から、三味線は拍
はく

の感じがな
くなります。最後に「テン」という三の糸の音を繰

く

り返
して何度も弾きます。これは「流

なが

し」と呼ばれる部分
です。音と音の間

かん

隔
かく

が徐
じょ

々
じょ

に短くなっていく感じを、
音源の演奏を聴いて、まねしてみましょう。
・流しの後、「寄せの合方」に入る前に「フッヨ」という
掛
か

け声をかけてみましょう。
・慣れてきたら、唄と口口三味線で合奏してみましょう。

演奏のポイント

寄せの合
あい

方
かた
（前半部分）
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Let's Try!

（拍）

大
（おおかわ）

鼓
おお つづみ

謡
上ウキ音

上音

小
こ

鼓
つづみ

右ばち

左ばち
太
たい

鼓
こ

ツ ツ ツ ツツ ツ ツ ツ ツ ツ ツ ツ ト タ

ンッククククククククレククク

ハ ヤ ハ ハ ヤ ハ

ハ ヤ ハ ハ ハ ハ

ハヤハハンヤヤハ

8 1 2 3 4 5 6 7 8 1 2 3 4 5 6 7 8 1 2

ァず そ び の ー ーか ず か ずー ー に ー

ゥ あま

ーあ
東 遊 数 々

~

~

~

~

~

~

イ

能の音楽を体験しよう

能「羽
は

衣
ごろも

」

天
てん
人
にん
：観
かん
世
ぜ
喜
よし
之
ゆき
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オーケストラの楽器

　ヴァイオリンは擦
さつ
弦
げん
楽器

（ヴァイオリン、ヴィオラ、
チェロ、コントラバス）の中
で最も小さく、最も高い音
の出せる楽器です。

ヴァイオリン 　ヴィオラは基本的には
ヴァイオリンと同じ構造
ですが、ヴィオラのほうが
大きく、より低い音に調弦
します。

ヴィオラ

　チェロはヴィオラより１オク
ターヴ低く調弦します。エンド･
ピンを使って床

ゆか
に立て、椅

い
子
す

に腰
こし
かけて演奏します。

チェロ

　初期のフルートは木製
で構造も単純でしたが、
現在は金属製の楽器が広
く使われています。

フルート

　ファゴットは、管が折り
たたまれたような形をして
います。２枚のリードを振

しん

動
どう
させて発音します。

ファゴット

　ピッコロはフルート
より１オクターヴ高い
音が出ます。

ピッコロ

　クラリネットは、１枚の
リードを締

し
め金具などで

マウスピースに固定し、
リードを振動させて発音
します。

クラリネット

　オーボエは、２枚の
リードを振動させて
発音します。

オーボエ

　金属製ですがクラリ
ネットのようにリードを
用いて発音するので木
管楽器に属します。

サクソフォーン

　コントラバスはオーケスト
ラの低音域を受けもちます。
演奏するときは立つか、座面
の高い椅

い
子
す
に浅く腰

こし
かけて

弾
ひ
きます。

コントラバス

「交
こう

響
きょう

曲
きょく

 第５番」▶p.40
「ボレロ」▶p.44  など

WoodwindWoodwind

木管楽器木管楽器

弦弦
げんげん

楽器楽器
StringsStrings

　トランペットをはじめと
した金管楽器は、マウス
ピースに当てた 唇

くちびる
を振

動させて発音します。

トランペット

　トロンボーンは、
15世紀には、スライ
ドのついた現在の形
ができあがっていた
といわれています。

トロンボーン

　ホルンの原形は、動物
の角

つの
やきばで作られた

角
つの
笛
ぶえ
ではないかといわれ

ています。

ホルン

　チューバは金管楽器の低
音パートを受けもちます。

チューバ

　金属製の円
えん
盤
ばん
で、一

いっ
般
ぱん

的に２枚一組で互
たが
いに打

ち合わせる奏法と、１枚を
スタンドに取り付けてマ
レットなどで打つ奏法が
あります。

シンバル

　一人の奏者が基本
的には２個、曲によっ
ては３個以上を用い
て演奏します。鼓

こ
面
めん

の張力をかげんして
音高を変えます。

ティンパニ

　オーケストラや吹
すい
奏
そう
楽
がく
で使

用する大太鼓は直径80cmか
ら90cmぐらいの大きさで、通
常は先

せん
端
たん
が大きくて柔

やわ
らかい

マレットで打ちます。

大
おお

太
だい

鼓
こ

金管楽器金管楽器
BrassBrass

PercussionPercussion

打楽器打楽器
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特色 2

我が国の伝統的な音楽と諸外国の音楽から精選した、曲の特徴を理解して、曲種に応じた発声で歌う教材

下巻p.20上巻p.56

上巻p.82下巻p.46

表現及び鑑賞の幅広い活動の支えになる、見やすく整理されたデザイン

特色 3

多彩な楽器が登場する鑑賞教材では、楽器の
特徴を捉えたイラストと、巻末の写真資料で
詳しく確認できます。

上巻p.91-93

上巻p.44-45

学習の見通しがもて、学びを深めます。

先生方と生徒の一人一人に寄り添って、ご授業を支えます。

学習に役立つ情報を集めたウェブサイト
〈まなびリンク〉で、各楽器の動画と音声
の視聴もできます。

指導のねらいに照らして適切な教材を、学びが深まる構成や配列でご提示

SA
MP
LE
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検討の観点と内容の特色

観点 内容の特色（該当箇所掲載）

知識及び技能の習得
・・［共通事項］に示された「音楽を形づくっている要素」を手がかりに学習を進めることを示し（上

巻p.9、p.62、下巻p.9、p.53）、見開き左端に題材を表しました（上巻p.10－59、下巻p.10－
52）。

思考力、判断力、表現力等の育成
・・［共通事項］に示された「音楽を形づくっている要素」をもとに、音楽の魅力を感じ取ったり、思

いや意図を生かして表現したりできるよう、教材や扱い方に配慮しました（上巻p.12－14他、下
巻p.10－19他）。

主体的・協働的で深い学び
・・生徒が主体的・協働的に学習を進め、すすんで学び合うための活動例を示しました（上巻p.14、

p.23、p.43、下巻p.19）。

系統性
・・１年間の学習の流れを領域・分野ごとに「学習MAP」として表しました（上下巻p.8－9）。「学

習MAP」では、領域・分野相互のつながり方も示し、更に学年相互のつながりも配慮しました。

配列・分量 ・・精選された教材を適切に扱える分量で、〈題材〉〈活動のポイント〉と合わせて配列しました。

歌唱教材
・・音域、長さ、歌詞が発達段階に適合するように、教材を精選しました。合唱形態は、導入から混

声四部まで配慮をしました。

創作教材
・・思いや意図を生かして創作ができるよう、活動の手順を示しました。手順の補完は、キャラクター

が吹き出しで示すなどの配慮をしました。

鑑賞教材
・・聴き取ったことや感じ取ったことを整理しながら進める学習に適した教材を、譜例、写真、イラ

ストと併せて示しました。

伝統・文化の尊重

・・歌唱共通教材では、歌詞から想像される情景を表す写真や資料を掲載しました（上巻p.16－23、
下巻p.10－19）。

・・わが国の伝統音楽の特徴と多様性について配慮しました（上巻p.48、p.52、p.58、下巻p.42、
p.48）。

国際理解
・・英語歌詞の教材を扱いました（上巻p.82、下巻p.22）。
・・日本と諸外国の音楽の、共通性と固有性を感じ取れるように配慮しました（下巻p.42－52）。

生活や社会とのつながり
・・音楽著作権について示しました（上巻p.64－65）。
・・アウトリーチと教育活動について示しました（下巻p.66－67）。

教育基本法との対応
・・第二条第１号～第５号に適合するように編修しています（教育基本法との対照表をご参照くださ

い）。

ICT機器の活用
・・紙面に掲載した二次元コードで、生徒の使用する端末からインターネットを使って容易に閲覧で

きる動画・音声・テキストの資料〈まなびリンク〉を用意しています。

特別支援教育・ユニバーサルデザイン
・・専門家による校閲を受け、全ての人にとっての学びを保障する「ユニバーサルデザイン」の観点

に立って編修しました。

ESD・SDGsへの取り組み

・・平和と公正について意識できる歌詞内容の教材を掲載しました（上巻p.74−76）。
・・質の高い教育を行きわたらせることを意識できるメッセージを掲載しました（下巻p.2−3）
・・質の高い教育を行きわたらせることと、世界の文化遺産保護を意識できる活動を示しました（下

巻p.66−67）。
・・人や国の不平等をなくすことと、パートナーシップで目標を達することについて意識できる歌詞

内容の教材を掲載しました（下巻p.78−79）。

文字、印刷、製本
・・文字は見やすさを第一義に、字体、字間、行間に配慮しました。
・・印刷は鮮明さと見やすさを、製本は長期の使用に十分に耐えられることを第一義に取り計らいま

した。
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２．対照表（上巻）

教材
（◎…鑑賞教材） 該当箇所

Ａ 表現 Ｂ 鑑賞 共通事項

他教科
との
関連

(1)歌唱 (2)器楽 (3)創作 (1)教材 (1)

ア
イ ウ

ア
イ ウ

ア
イ

ウ
ア イ

ア イ
ア イ ア イ ア イ ア イ ア イ ア イ ウ ア イ ウ

　生命が羽ばたくとき p.10～p.11 ○ ○ ○ ○ ○

　You Can Fly! p.12～p.13 ○ ○ ○ ○ ○

　浜辺の歌 p.16～p.19 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　早春賦 p.20～p.22 ○ ○ ○ ○ ○

　旋律のまとまり p.23 ○ ○ ○ ○ ○

　花の街 p.24～p.26 ○ ○ ○ ○ ○

　翼をください p.27 ○ ○ ○ ○ ○

　そよぐ風の中で p.28～p.29 ○ ○ ○ ○ ○

　この星のどこかで p.30～p.31 ○ ○ ○ ○ ○

　リズムパターンをつくろう p.32～p.33 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　平調子の特徴を生かして 
　音楽をつくろう p.34～p.35 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

◎小フーガ　ト短調 p.36～p.39 ○ ○ ○ ○ ○ ○

◎交響曲第５番 ハ短調 p.40～p.43 ○ ○ ○ ○ ○ ○

◎ボレロ p.44～p.46 ○ ○ ○ ○ ○ ○

◎組曲「惑星」から「火星」 p.47 ○ ○ ○ ○ ○ ○

◎雅楽「越天楽」 p.48～p.50 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　唱歌を用いて「越天楽」を体験しよう p.51 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

◎能「羽衣」キリから p.54 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

◎能「敦盛」キリから p.55 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 国語

　能の音楽を体験しよう p.56～p.57 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

◎郷土の音楽や芸能 p.58～p.61 ○ ○ ○ ○ ○ ○

◎どんな特徴があるかな？　
　アルルの女 第１組曲　前奏曲 p.62～p.63 ○ ○ ○ ○

　知らない世界を p.68～p.69 ○ ○ ○ ○ ○

　語りあおう p.70～p.71 ○ ○ ○ ○ ○

　大切なもの p.72～p.73 ○ ○ ○ ○ ○

　HEIWAの鐘 p.74～p.76 ○ ○ ○ ○ ○ 社会

　VOICES p.77 ○ ○ ○ ○ ○

　時計台の鐘 p.78 ○ ○ ○ ○ ○

　雪の降る街を p.79 ○ ○ ○ ○ ○

　Dear Friend p.80～p.81 ○ ○ ○ ○ ○

　アメージング・グレイス p.82 ○ ○ ○ ○ ○ 英語

　ほたるの光 p.83 ○ ○ ○ ○ ○

　故郷（混声三部合唱） p.84～p.85 ○ ○ ○ ○ ○

　君が代 p.86～p.87 ○ ○ ○ ○ ○ ○
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３．対照表（下巻）

教材
（◎…鑑賞教材） 該当箇所

Ａ 表現 Ｂ 鑑賞 共通事項

他教科
との
関連

(1)歌唱 (2)器楽 (3)創作 (1)教材 (1)

ア
イ ウ

ア
イ ウ

ア
イ

ウ
ア イ

ア イ
ア イ ア イ ア イ ア イ ア イ ア イ ウ ア イ ウ

　花 p.10～p.15 ○ ○ ○ ○ ○

　荒城の月 p.16～p.17 ○ ○ ○ ○ ○

　フレーズと形式 p.19 ○ ○ ○ ○ ○

　帰れソレントへ p.20～p.21 ○ ○ ○ ○ ○

　Top of the world p.22～p.23 ○ ○ ○ ○ ○ 英語

　旅立ちの日に p.24～p.25 ○ ○ ○ ○ ○

　ぜんぶ p.26～p.27 ○ ○ ○ ○ ○

　指揮をしてみよう p.28～p.29 ○ ○ ○ ○ ○

　言葉のリズムや抑揚を　
　生かして表現してみよう p.30～p.31 ○ ○ ○ ○ ○

　CMソングをつくろう p.32～p.33 ○ ○ ○ ○ ○

◎ブルタバ（モルダウ） p.34～p.36 ○ ○ ○ ○ ○ ○

◎交響詩「フィンランディア」 p.37 ○ ○ ○ ○ ○ ○

◎オペラ「アイーダ」から
　 第２幕第２場 p.38～p.41 ○ ○ ○ ○ ○ ○

◎歌舞伎「勧進帳」 p.42～p.45 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　長唄「勧進帳」をうたおう p.46～p.47 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

◎文楽「義経千本桜」から p.48～p.49 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

◎世界のさまざまな芸能や音楽 p.50～p.51 ○ ○ ○ ○ ○ ○

　表現の仕方を調べてみよう p.52 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　たしかな一歩 p.70～p.71 ○ ○ ○ ○ ○

　記念日～希望のバトン～ p.72～p.73 ○ ○ ○ ○ ○

　椰子の実 p.74 ○ ○ ○ ○ ○

　火の山の子守歌 p.75 ○ ○ ○ ○ ○

　地球の息吹につつまれて p.76～p.77 ○ ○ ○ ○ ○

　世界がひとつの家族のように p.78～p.79 ○ ○ ○ ○ ○ 社会

　仰げば尊し p.80 ○ ○ ○ ○ ○

　さようなら p.81 ○ ○ ○ ○ ○

　大地讃頌（カンタータ「土の歌」から） p.82～p.83 ○ ○ ○ ○ ○

　故郷（混声四部合唱） p.84～p.85 ○ ○ ○ ○ ○

　君が代 p.86～p.87 ○ ○ ○ ○ ○ ○
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（「類型」欄の分類について）
１…�学習指導要領上、隣接した後の学年等の学習内容（隣接した学年等以外の学習内容であっても、当該学年等の学習内容と直接的な系統性がある

ものを含む）とされている内容
２…学習指導要領上、どの学年等でも扱うこととされていない内容

ページ 記述 類型 関連する学習指導要領の内容や内容の取扱いに示す事項 ページ数

下巻
68 音の三要素 ２

〇内容の取扱い　２-（１）-ア
各学年の「A表現」及び「B鑑賞」の指導

（上記の項目では、自然音や環境音について記されているが、本コーナーで
は、音を聞き分ける際に重要な要素のうち、「音量」「音高」「音色」の物理
的な性質についてその原理を解説した。）

１

合 計 1

編 修 趣 意 書
（発展的な学習内容の記述）

受理番号 学校 教科 種目 学年

105-97 中学校 音楽科 音楽（一般） 第２・３学年
発行者の番号・略称 教科書の記号・番号 教科書名

17 教出 音楽017-83
音楽017-84

中学音楽２・３上　音楽のおくりもの
中学音楽２・３下　音楽のおくりもの
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